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問
　
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
防
止
し
、
被
害

者
の
保
護
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定

さ
れ
た
「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
で
は
、
行
政
が
Ｄ
Ｖ

被
害
を
受
け
た
方
の
相
談
を
受
け
て
、
逃
げ
る

場
所
の
提
供
や
生
活
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
の
Ｄ
Ｖ
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
具
体
的
な
対
応
と
し
て
は
、
市
の

窓
口
や
電
話
を
通
じ
て
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
や

情
報
等
を
受
け
た
際
に
は
、
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
や
警
察
な
ど
の
専
門
機
関
を
案

内
す
る
ほ
か
、
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
、

緊
急
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
速

や
か
に
警
察
に
通
報
を
行
う
も
の
で
す
。

　
一
方
で
、
被
害
者
本
人
や
関
係
者
か
ら
の
通

報
に
基
づ
き
、
警
察
、
児
童
相
談
所
な
ど
の
関

係
機
関
が
初
動
対
応
を
行
う
中
で
、
市
に
対
し

て
情
報
提
供
や
被
害
者
へ
の
支
援
の
依
頼
が
あ

っ
た
際
に
は
、
市
は
関
係
機
関
と
共
に
訪
問
に

よ
る
相
談
対
応
、
生
活
支
援
、
民
間
シ
ェ
ル
タ

ー
と
の
調
整
な
ど
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
住
民
基
本
台
帳
事
務
に
お
け
る
、

Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児
童
虐
待
等
の
被

害
者
が
、
住
民
票
や
戸
籍
附
票
の
写
し
の
交

付
・
閲
覧
を
制
限
で
き
る
制
度
に
よ
り
、
被
害

者
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
Ｄ
Ｖ
被
害
の
根
絶
に
向

け
て
、
実
態
の
把
握
と
支
援
体
制
の
充
実
や
啓

発
活
動
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

巡
回
ワ
ゴ
ン
に
関
す
る
件

問
　
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
足
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
当
市
に
お
い
て
、
令
和
３
年
３
月
に

「
北
斗
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
、

　
月
か
ら
巡
回
ワ
ゴ
ン
を
運
行
し
ま
し
た
。

10　
し
か
し
、
今
日
ま
で
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の

足
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
多
く
の
課
題
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
利
用
促
進
や
認
知
度
向
上
の
た
め
、
市
と
し

て
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
こ
れ
ま
で
市
広
報
や
町
会
連
合
会

総
会
、
民
生
委
員
研
修
会
な
ど
で
繰
り
返
し
周

知
す
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
協

力
に
よ
る
沿
線
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
、
運
転
免
許
を
返
納
さ
れ
た
沿
線
住
民

宅
の
戸
別
訪
問
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
基
に
、

住
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
ル
ー
ト
変
更
を
重
ね
、

昨
年
度
は
、
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
と
連
携

し
た
学
生
目
線
に
よ
る
巡
回
ワ
ゴ
ン
体
験
ツ
ア

ー
の
実
施
、
利
用
者
個
々
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
時
刻
表
を
作
成
し
、
市
職
員
が
同
乗
す
る
サ

ポ
ー
ト
乗
車
の
実
施
に
も
取
り
組
み
、
少
し
ず

つ
で
す
が
、
市
民
に
巡
回
ワ
ゴ
ン
が
認
知
さ
れ

つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
た
だ
し
、
教
育
大
生
が
実
施
し
た
体
験
ツ
ア

ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で
は
、
巡
回
ワ
ゴ
ン

に
つ
い
て
知
ら
な
い
と
い
う
声
も
ま
だ
多
く
、

今
後
も
利
用
促
進
や
認
知
度
向
上
の
た
め
、
地

道
な
営
業
活
動
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
大
生
か
ら
は
高
齢
者
大
学
や
福
祉
施
設

な
ど
で
の
周
知
活
動
が
効
果
的
な
の
で
は
と
い

う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
取
り
組

み
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今

年
度
も
引
き
続
き
、
教
育
大
生
と
の
連
携
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
利
害
関
係
者
と
の
調
整

が
必
要
で
あ
り
、
沿
線
住
民
の
利
用
ニ
ー
ズ
が

高
い
目
的
地
で
あ
っ
て
も
、
な
か
な
か
路
線
の

延
長
が
実
現
し
な
か
っ
た
巡
回
ワ
ゴ
ン
の
長
年

の
課
題
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
北
斗
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
理
解
と
協
力
が
得
ら

れ
そ
う
な
感
触
で
あ
り
、
順
調
に
い
け
ば
こ
の

　
月
か
ら
、
久
根
別
ま
で
路
線
を
延
長
で
き
る

10め
ど
が
立
ち
そ
う
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
利
用
を

躊
躇
（
ち
ゅ
う
ち
ょ
）
さ
れ
て
い
た
方
に
も
、

ぜ
ひ
買
い
物
や
通
院
の
際
に
ご
利
用
い
た
だ
き

た
い
。

　
協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
交
通
事
業
者
か
ら
は
、

公
共
交
通
が
地
域
に
定
着
す
る
ま
で
に
は
、
一

定
の
年
月
が
必
要
で
あ
る
と
の
声
も
受
け
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
声
を
基
に
、
利
用
促
進

及
び
認
知
度
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
道
な

営
業
活
動
に
努
め
る
と
と
も
に
、
バ
ス
や
鉄

道
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
既
存
の
公
共
交
通
と
の
共

存
共
栄
と
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

仲
村
千
鶴
子
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Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
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・
バ
イ
オ
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ス
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防
止
に
関
す
る
件

問
　
Ｄ
Ｖ
被
害
へ
の
対
応
は

答
　
市
　
長

　
　
個
別
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

を
行
っ
て
い
る

巡回ワゴンに乗車する利用者（上磯駅前商店街）

問
　
利
用
促
進
や
認
知
度
向
上
の

た
め
、
今
後
の
取
り
組
み
は

答
　
市
　
長

　
　
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
す


